私の社会教育実践史（その3）-地域における文化的営為・表現の伝承と創造- by 山﨑,功
私の社会教育実践史（その3）
地域における文化的営為・表現の伝承と創造
山　暗 功
1．現場をはなれ地域で生きる
　私の社会教育実践史（その1）（本年度No
11、2002年）でも、「はじめに」で述べたよ
うに、2002年の3月に社会教育の現場を離
れた。今回の報告はその後の私が地域で関わっ
てきた文化的営為、とりわけ人間の表現の伝
承と創造にしぼって記述して見ることにした。
　私は、現在暮らしている地域にこだわって、
そこにおける様々な活動のなかから、人間の
表現の伝承や創造の営みに関わっている。
　その一っは、江戸中期にその発祥があると
いわれる話芸、落語の鑑賞と普及である。こ
れは「地域寄席」ωという形式で行っている
ものである。この「地域寄席」は、正確にい
えば社会教育の現場を離れる以前から取りく
み継続しているものだが、私にとっては、そ
の後の営みの中ではもっとも拘っているもの
である。
　二っ目は、人形芝居、三っ目は、本年報1
6号でも報告している「おとなの学びと『自
己表現』」で紹介したミュージック・セラピー
教室のその後、「歌う会」の活動である。そ
して四つ目は、私が主宰する「小さなギャラ
リー遊空間・碕」の経営である。
　これらの営みは、一見繋がっていないよう
に感じるであろうが、私の中では有機的に結
合している。
　そこで、これらの営みにっいての、それぞ
れを記述してみることにする。
　私は、現場を離れ、ほぼ10年近くこれら
の営みに関わってきた。それらは、現場とは
違って、ひとつひとつが手づくりである。
　そして、なによりも身銭をかけての営みで
ある。宣伝活動、チラシ、ポスター、ダイレ
クト・メールなど、寄席では出演芸人さんの
ギャラであり、ギャラリーの「企画展示」
は全て主宰者もちである。
　公的な社会教育は「無償の原則」といって
いるが、地域に住む一住民としての社会教育
の営みは、原則有料なのである。
　この有料ということは、住民の社会教育活
動が私的に行われることであり、その内実も
私的であるとみなされる。このことは、いさ
さか事実が異なる。
　少なくても、地域におけるこれらの営みは、
仕掛けは私的でも、内実は多くの公共性をも
っものも少なくない。にもかかわらず、なぜ
これらの営みに拘るのかというと、そこには
「社会教育の自由」があるからに他ならない。
　もちろん、公的社会教育も原則的には、
「社会教育の自由」をいうが、その実態は、
かなり制限されている。こうした、制約から
解放され、自由に地域で活動する為には、私
的な取り組みが欠かせない、と現場において
痛切に感じたからに他ならない。
　しかし、私的な活動にはさまざまな困難が
あることも確かだ。まずは資金、そして空間
（施設・設備）、人材などである。こうした困
難も10年余りの営みで克服してきたともい
えようか。
　ただ、ここでひと言付け加えておく。私た
ちの営みを側面から支えてくれる役割として、
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限界もあるが公民館の存在も欠かせない。
　そこで、一っ目の「地域寄席」について報
告をする。
2．伝統芸能・話芸を市民に
　　～「地域寄席」に取りくむ～
（1）きっかけは
　私が暮らす昭島市は、東京・多摩地区にあ
る。都心への通勤圏に位置し、ご多分に漏れ
ず多摩の他市と同様、高度経済成長期に人口
急増した街で、新旧住民の地域への帰属意識
の格差が大きい。そんな街に新しい市民文化
を創ろうと、1982年、今から29年前に開館
した市民ホール・市民会館がある。私は、こ
のホールの文化事業の担当として、そのマネー
ジメントに関わることとなった。そして文化
事業のひとっとして、日本の伝統芸能の話芸
である落語を市民に楽しんでもらおうと「昭
島寄席」を企画した。
　この企画は、昭島の出身といっても過言で
ない、落語芸術協会所属（2）の落語家春風亭
小柳枝師匠の協力によるものだった。この事
業を定期的に開催することにより、都内の落
語を演じる定席の席亭〔3｝が消えて行く中で、
寄席芸を地域からもう一度見なおそうとする
ものだった。このことは、テレビなどでは味
わえない本物の笑いを取り戻したいという願
いからでもあった。
　また、この寄席が市民の新たなコミュニケー
ションの溜まり場にもなればと考え、小ホー
ル（200人）の席亭に近い席数で、二ヶ月ご
とに開催した。ホール事業のマネジメントに
あたっていた私は、師匠と昭島の新しい目玉
にできるとはりきっていた。
　この市民ホール事業の寄席のほかに、市内
には若手の落語家を中心とした居酒屋割烹の
「休み屋寄席」が二ヶ月に一度だが始まって
いた。この席は、居酒屋割烹の主が店をっかっ
て開いていたもので、50人ほどの席で行っ
ていた。この寄席にも私も参加していた。
「休み屋寄席」は、100回目を数えた時に店
主の都合により休席となっている。15年続
いたのだが。
　市民会館の文化事業である「昭島寄席」が
始まって一年をいくらか過ぎた時、私は不本
意にも異動を余儀なくされた。
②　二つ目の勉強会を地域で
　ホール事業を離れる少し前に、前述の小柳
枝師匠から、今度弟弟子にあたる柳太郎さん
が二っ目になるが、二つ目になると前座と違っ
て定席がなくなる。話を勉強するには本人自
身の努力が必要だが、それを支える場所も大
事になる。支援してもらえば助かる、といっ
た話があった。
　柳太郎さんは「昭島寄席」の立ち上げの頃、
前座で私たちとなじみにもなっていた。そん
なことから、1984年に「春風亭柳太郎の会」
として勉強会を開くこととなった。
　もちろん、私的な活動であるからお金がか
かる。運営費は、会場費の代わりにそのお店
のメニューを注文し、そして木戸銭（入場料）
で芸人さんへの謝礼を支払う。だが、毎回、
少なからず赤字である。赤字は代表である私
と事務局長の橋本一政さん（元昭島市公民館
職員、現職員課長）で負担している。
　当初は、会場も一定でなく市域の東と西の
地域で交互に行っていた。東の会場「松寿司」
が、現在まで続いている会場である。
　ちなみに、現在の木戸銭は、寿司とビール
付で4，000円（当初は3，500円）である。
　はじあは、二ヶ月おきにという計画だった
が、途中で息切れして年四回の春夏秋冬、季
節寄席に落ち着いた。
　「柳太郎の会」は、柳太郎さん自身が抱え
る難病「ビュルガー病」もあって、何回か代
演を充てることもしばしばだった。そこで途
中から、前座としてこの会に何回か出演して
いた弟弟子の柳八さんが二っ目になった時に、
会の名称を「柳太郎・柳八の会」と改めた。
そして、この二人をレギュラーとして交互に
出演してもらい、ゲストとして先輩や同僚の
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芸人さんを招いて会を運営することにした。
その後、柳太郎さんが真打に昇格し、「春風
亭柳櫻」を襲名したのを契機にこの会を「卒
業」してもらった。
　そして会の名称を現在の「昭島若手落語会」
として、二っ目をレギュラーとして名実とと
もに若手落語家の勉強会として歩むこととなっ
た。会は、今日まで通算109回を数え、201
1年の今年、満28年目を迎えている。
　この会に関わった二っ目の芸人さんから、
数多くの真打が誕生し活躍するまでになって
いる。なお、出演する芸人さんは、故春風亭
柳昇一門の若手芸人さんが、故人との関係か
ら多いことも特徴になっている。
　ちなみに、落語会の中身であるが、落語二
席と色物（落語以外の演芸、いままでに講談、
俗曲、漫談、マジック、太神楽、曲ゴマなど）
で、はじめに落語（レギュラーの二っ目）、
なかに色物、そしてトリはゲストの若手真打
の落語となっている。
（3）公民館主催の自主市民講座を企画・運営
　して
　1998年3月、「江戸庶民の暮らしと文化」
をテーマに、江戸に生きた庶民の暮らしと文
化にっいて、庶民の笑い（自己表現）として
創造された話芸（落語）を学ぶ場を開設した。
この講座の企画運営を「昭島若手落語会」が
行った。
　プログラムは下表のようであるが、実際に
落語協会と落語芸術協会の若手真打に落語を
演じてもらい、話の組み立て、話芸としての
面白さなどについて語ってもらい、作品の解
説をしてもらった。
　講座の参加者は、演者とのやりとりのなか
で生のライブ感覚を楽しんでくれた。「昭島
若手落語会」の日常の席は、30人も入れば
いっぱいの会場で、終了後、寿司とビールで
乾杯し、出演者との歓談に入り落語会そのも
のを楽しむ会になっている。
　そんなわけで公民館の講座は、落語という
話芸をやや知的に理解するといった嗜好で行っ
たが好評であった。（表1）
　この地域における落語会は、たんに昭島の
地域で行われているというよりは、全国に数
多くあるこうした地域の寄席にも「東京かわ
ら版」という落語情報誌を通じて、情報を発
信しながらネットを広げている。もちろん昭
島は昭島にあったやりかたで続けているのだ
が、他地域との情報交換や交流のなかで、新
（表1）
　　　　自主市民講座「江戸庶民の暮らしと文化」
　江戸に生きた庶民の暮らしと文化について、庶民の笑い（自己表現）として創造された
話芸（落語）を通して考えました。
＊企画・運営　　「昭島若手落語会」
日　　　　　　時 内　　　　　容 講　　　師 会　場
3月　5日（木） 江戸庶民の暮らし
@　　と文化
江戸東京博物館研究室長
@　　　　北原　　進
3月12日（木）
午後7時～
@　9時 話芸（落語）に見る
事ｯの笑いと文化
東京かわらばん編集長
@　　　　大友　　浩
???
3月19日（木） 1 落語協会　　柳亭　燕路
3月26日（木）
演者が語る
ﾎいと話芸 H 落語芸術協会春風亭柳櫻
（平成9年度『昭島の社会教育』昭島市教育委員会より）
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しい試みも可能になってきている。たとえば、
出演者との関係のひろがり、会の運営の多様
性と共通性、PRの方法など学ぶところも多
い。
（4）「ぜんちよせ」（全国地域寄席連絡会）が
　発足
　地域の寄席同士の日常的な繋がりのなかで、
当時「東京かわら版」編集長の大友浩さんの
呼びかけで、2000年の11月、全国の地域寄
席の世話人が20数団体集まり「ぜんちよせ」
（全国地域寄席連絡会）の発足が決まった。
南は九州、北は仙台からであったが、当日参
加できない団体のいくっかはメッセージを入
れてくれた。とりあえずはここに集まった団
体で連絡会を組織し、具体的な事業、たとえ
ば地域寄席サミットのようなイベントをとお
して会員の拡大を図ることになった。
　この「ぜんちよせ」では、「地域寄席」を
このように定義することとした。
　今日、テレビやラジオなどのメディアを通
じて流れる番組には寄席番組がほとんど流れ
てはいない。このような情況の中で落語をは
じあとした、江戸以来の話芸や演芸に接する
機会がほとんどなくなってきている。そこで、
「身近な場所で気楽に生の落語が聴ける、寄
席芸に接することができる…。これこそが、
地域寄席の魅力である。地域で生まれ地域で
育っ…」（4）この地域寄席が全国に広がること
が寄席芸の普及やまた日本独自の文化の継承
にも繋がることになると考えている。
　そして、地域寄席にはそれぞれの経験から、
次のような仕掛けが必要だとしている。
　一っは経費である。これは、木戸銭（入場
料）と出演する芸人さんへの謝礼と諸経費と
の収支のバランスである。
　地域寄席は、あくまで営利事業でない。し
かし、収支のプラス、マイナスの出入りがゼ
ロであることが望ましい。これがうまくいか
なくて数回で挫折する会も多いからである。
世話人が若干の赤字を背負うくらいが長続き
する。
　二っ目は、会場である。経費をかけないこ
とが求められる。無料の施設が望ましい。会
場を確保することは地域寄席の必須の条件で
ある。会場にはいろいろある。公共施設（入
場料をとると有料か利用不可の場合が多い）、
居酒屋、すし屋、銭湯そして個人の自宅など
であるが、営業しているお店では、あくまで
も会場の提供が主である。このことは、世話
人と会場提供の店主と条件を確認しておくこ
とが大切である。「地域寄席」の主催者は、
あくまでも世話人だからである。
　三っ目は、観客の確保である。観客がいな
ければ、芸人さんの意欲がそがれてしまうか
らだ。そこで、宣伝のチラシ、ポスター、ダ
イレクトメールなど、とにかく手づくり、ロ
コミそして常連さんを確保することである。
　四つ目に、芸人さんである。これは、地域
寄席の世話人さんの役割が重要である。非常
に安い謝礼で出演してもらうことが多い。と
りわけ若手の芸人さんにとっては、勉強の場
として関わってもらうことが多いのだが、観
客や世話人さんも勉強の場所を提供してやっ
ている、という感覚は論外である。落語や寄
席芸をほんとうに楽しむといった心がけが大
切になってくる。
　五っ目は、世話人の条件である。まずは、
無償のボランティアである。そして、落語が
何よりも好きである。なかにはのありこんで、
本業である仕事をおろそかにしてしまう場合
も多い。このことから、世話人が会場提供の
店主であったり、会社の経営者であったりす
ると本業が主にならなくなることもあるので、
配慮が必要である。
　このような確認のもと、「ぜんちよせ」の
連絡会の会員は、団体および賛同する個人と
し、情報交換、交流会、地域寄席の相談・支
援などを当面の活動とすることを申し合わせ
た。連絡会発足後、役員会を数回持ち会報の
発行、会費の徴収、2001年の交流会と総会
の日程などを決あ、2001年11月に交流会と
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総会を持って具体的な活動方針を確認してい
る。
　ところで、「地域寄席」の落語の世界にお
ける位置を見てみることにする。いわゆる定
席（新宿末広亭、浅草演芸ホールなど）やホー
ル落語（東横・三越などのホール、公共の文
化ホールなど）とは異なる。居酒屋などの商
店主や芸人さん自身が主宰する落語会とも一
線を引いている。また、地域の信用金庫や会
社などの業界団体が行うそれとも違う。純然
たる地域住民の有志による寄席といえる。
　そこで、どのような地域寄席が集まったか
を紹介する。
　毎月一回定期的に寄席を開催している「川
越蔵づくり寄席」は、川越の街づくりとリン
クし、商工会議所や青年会議所などとも連携
をたもっていたが、この会は現在休会中であ
る。
　港区の「芝落語会」は、40年余りにもお
よぶ歴史をもち、落語界では有名な地域寄席
で、定例の寄席と落語にちなんだ小旅行、落
語名跡あぐり、そして数ページにおよぶ会報
の発行など組織的である。
　また、豊島区の「長崎寄席」は、地域のホー
ル（200席程度）を借りて600人におよぶ会
員を擁し、年四回の定例会を30数年つづけ、
世話役会で組織的に毎回のプログラムをっくっ
ている。
　三っだけであるが地域寄席を紹介したが、
それぞれの個性があるし、その歴史もある。
そんなことで、全国の地域寄席が集まっただ
けでも、その情報により地域の様子が浮かび
上がってくる。そんな面白さを「ぜんちよせ」
はもっている。
　なお、当初、事務局を「東京かわら版」の
大友さん（現在演芸評論家として活躍してい
る）があたっていたが、現在は川越の伊藤会
長と川越市役所の橋本さんが引きうけている。
　なお、私が現場を離れたその年の2002年
には「第一回地域寄席サミット」を川越で、
2004年3月に「第二回サミット」を豊島区
の長崎寄席が準備し、開催している。
　「第三回サミット」は、港区の区民ホール
で、2006年に開催している。
（4）新たなコミュニケーションの広場を
　こうした地域に密着した「地域寄席」は、
寄席が開催されている地域の人々の新しいコ
ミュニケーションを創る場にもなってきてい
る。埼玉県富士見市の東武東上線鶴瀬駅近く
の大衆割烹で1996年から開かれていた「鳥
千寄席」⑤がその典型ともいえる。当初から
昭島の若手落語会に関わっている春風亭柳櫻
さんを皮切りに寄席を開いた。このことは、
1996年1月31日の朝日新聞（全国版）朝刊
のコラム記事（窓）に掲載されている。
　「鳥千」はもともと富士見市の公民館活動
をしていた人々の溜まり場でもあったようだ
が、この寄席がきっかけになって、役割分担
を決めたわけでもないのに、ポスターやチラ
シづくり、当日に合わせたオリジナル・ビー
ルづくり、前日からの会場づくりなど、それ
ぞれの持ち味を生かした役割を自然のかたち
で分担している。実に楽しい雰囲気をかもし
だしている。当日のお客も常に70～80人が
集まる。この「鳥千寄席」の芸人さんの顔付
けには私が関わっている。
　一席後の懇親会の料理も参加者の手づくり
である。こうした寄席の運営が十年も続いた
が、「鳥千」の閉店にともない2005年にその
幕を閉じた。しかし、ここに集まった世話人
の何人かは、富士見市の「きらり・ふじみ」
のマルチホールでの寄席イベントの企画に関
わってきていることも見逃せない。
　ある月の会の時、こんな風景も見た。鶴瀬
の駅前で「鳥千寄席」の世話役の人たちが署
名活動をしていた。この地区にある公民館の
建て替え計画が、コミュニティセンター計画
に変わったというのだ。
　このことへの地域住民の声として、あくま
でも公民館としての施設を建設してほしいと
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いう署名である。「鳥千寄席」は、富士見市
の「裏」の公民館活動を担っている人たちの
エネルギー補給の場として機能しているよう
にも見える。
　なお鶴瀬西公民館は、現在はコミュニティ
センターに建てかわっているが、このセンター
でも落語のイベントが時折企画されている。
これも「鳥千寄席」の残したものである。こ
んな地域寄席もあった。このことが、どのよ
うな「地域づくりの力」になるのかが私の関
心事でもある。
　その他にも、私が関わっている会に「八王
子若手演芸会」がある。この会は、講談の若
手（前座、二っ目）の勉強会を兼ねて、一龍
斎貞山師匠（先生）（現講談協会理事）にも
関わってもらっている。そのまん中に落語の
ゲストで若手落語家（主に二っ目）の顔付け
に関わっているしだいである。
　さらに付け加えれば、私が講義をもってい
る法政大学の多摩キャンパスの社会教育演習
では、2007年より学生の強い希望で「地域
寄席」を体験する機会をっくっている。名称
は「多摩キャンパス寄席」通称「多摩キャン
寄席」である。昨年で4回目を数えた。
　「地域寄席」は身銭主義ということで、チ
ラシ、ポスターなどの宣伝材料づくり、チケッ
ト（入場料に換わる参加協力券・ワンコイン
「500円」）づくり、そして観客動員、会場作
り、司会（MC）など、全部学生の手づくり
で経験する。あくまでも、「地域寄席」の世
話人がやる仕事の体験をしてみるという試み
である。事前に「昭島若手落語会」にも参加
してもらっている。
　出演する芸人さんは、芸人さんの業界の関
わりもあるので私が配慮しているが…。
　この寄席の取り組みをとおして、演習を履
修した学生たちは、江戸からの伝統話芸の面
白さや楽しさ、そしてライブ感覚での観客と
の共感の空間を体験することができる。
　そして、具体的に地域における住民たちの
手づくり事業のプロセスを実感してくれる機
会になり、事前に観客を集あるために人と人
を繋ぐコミュニケーションの大切さを理解す
る。とりわけ、コミュニケーションの力が弱
いとされる学生たちの生きた学習の場ともなっ
ている。
⑤　地域に新たな表現の創造を
　地域に新たなコミュニケーションの可能性
を記したが、そればかりではない。昭島の
「若手落語会」に集まってくる人たちのなか
に、江戸末期に昭島の郷地に在住した俳譜の
宗匠、不老軒うたた（宮崎伊八）が表した戯
作本『月廼野露草讐紙』を人形芝居にして上
演しているグループがある。人形芝居「っゆ
くさ座」である。この人形芝居は、2005年
の昭島市制50周年記念事業にもとりあげら
れている。この人形芝居の語りには、日本の
伝統話芸、講談の語り口を取り入れている。
これも、落語会に出演してもらった関係で知
り合った講談の師匠（先生）の力が大きい。
　2002年に「若手落語会」のメンバーが中
心となって「講談をたのしむ会」をっくった。
そして公民館の自主市民講座「講談にみる話
し方入門講座」を開設したのである。もちろ
ん講座の企画・運営は、この「講談を楽しむ
会」である。
　講座の参加者は、落語会の常連や一般市民、
そして人形芝居のメンバーの20数人である。
講師・指導は、講談師の神田すみれ師匠（先
生）である。（表2）
　この講座終了後、有志が昭島に名実ともに
「講談を楽しむ会」を創った。この会の人た
ちの有志も人形芝居に参加してきている。
　こうしたことも、地域に新しい文化を創造
していくひとつの取組みとして、私は大切に
している。
3．人形芝居「つゆくさ座」にかかわる。
（1）「つゆくさ座」の発足
　私は、前述の人形芝居「つゆくさ座」とも
関わって久しい。この芝居には、「若手落語
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（表2）
　　　　自主市民講座「講談に見る話し方入門講座」
　日本の伝統話芸である講談から、人々の心に届く語りの世界を学び、日常生活の中での
コミュニケーションや表現活動に生かすことを目指しました。
回数 日　　　　　　　時 内　　　　　　　容 講　　師
????????　9月25日（水）
P0月　9日（水）
P0月23日（水）
P1月　6日（水）
午後7時
@　～9時
講談にみる話し方
軏{練習
iシラバの練習）
講談師
@神田すみれ
5 11月20日（水）午後7時
`9時30分
地域文化を創る（昭島の文
ｻ財「露草双紙」に挑む）
＊企画・運営　　講談を楽しむ会　＊会場　公民館集会室　＊対象
　（平成14年度『昭島の社会教育』昭島市教育委員会より）
市内在住在勤在学生
会」の事務局長である橋本一政さんも座員の
ひとりである。あと一人常連の女性も関わっ
てくれている。それに「講談をたのしむ会」
のメンバーの女性も関わってくれた。そのメ
ンバーの一人は、私が社会教育の現場で青年
教育の担当の仕事で企画した青年講座の「フォー
クギター教室」〔6｝の参加者でもあり、なんと、
不老軒うたたの末商の女性でもあった。そし
てもう一人は、大学で博物館学を講じていた
女性である。さらに、公民館の講座から生ま
れた人形劇サークル「どんぐり」の代表の桂
敦子さんも有力な中心メンバーである。
　そんなわけで、この人形芝居「っゆくさ座」
は、発足以来地域と関わりながら、地域に根
づいた文化的遺産の継承と創造に拘りながら
その活動を続けている。
　「っゆくさ座」の発足であるが、「2002年
に露草双紙を芝居にと、心残りにした人たち
で人形芝居『つゆくさ座』を立ち上げました。
宇多多の子孫にあたる人も参加しています。」
（7）と記述されている。ちょうど私が現場を
はなれた年に発足したわけである。
　前述の露草双紙、詳しくは月廼野露蔓紙で
あるが、これを人形芝居にとの試みは、1992
年当時、人形劇サークル「どんぐり」の代表
桂さんが呼びかけて「どんぐり」メンバーと
公募で参加したメンバー14人で「っゆくさ
の会」を結成した時にはじまる。この会は途
中で休眠状態に入ってしまった。それは、
「どんぐり」のメンバーが露草双紙は難しく
て馴染めないという理由からであった。
　桂さんは、このときの思いを「私は月廼野
露草隻紙を忘れたわけではない。忘れるどこ
ろかひとっ作品が出来上がり公演が終わるた
び、露草隻紙への思いは募るばかり。露草隻
紙は江戸時代末期、昭島に住んだ不老軒うた
た作の地域に根づいた伝承文学だ。」〔8）と語っ
ている。
　私は、桂さんの相談を受け、現場での関わ
りも含め、この思いを引き継ぎながら新たに
「っゆくさ座」を立ち上げたのである。
　この現場での関わりであるが、露草隻紙は、
昭島市公民館の事業と深く関わっているから
だ。
　1983年、昭島に公民館が出来て二年目の
事業として、古文書講座を開設した。この時
の担当が、「昭島若手落語会」の事務局長の
橋本さんである。橋本さんは学芸員の資格も
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あり、近世史江戸期の文書調査にも詳しく、
古文書の解読には欠かせない人材であった。
　この古文書講座の受講生が、その後「昭島
古文書研究会」をっくり、地域の地方文書な
どの解読をその活動にした。そして、その取
り組みのひとっに、不老軒うたたの月廼野露
草隻紙の解読と現代訳の取りみがあった。
　もちろん、橋本さんもこの作業に関わって
いる。これを昭島市教育委員会は、二分冊の
冊子として印刷発行した。
　しかし、市民がそれを読むには、内容が江
戸の戯作本の特徴である因果応報・勧善懲悪
が主題であり、なかなか馴染あないものになっ
ている。そこで、それをシナリオ化し芝居に
したら面白そうだと、私と橋本さんでシナリ
オの素案をっくったのである。
　これを、きっかけに芝居化の話がいっきょ
に高まり、最初の取り組みになったのである。
　その取り組みは途中休会になってしまった
が、現在の「っゆくさ座」はそんな経緯のも
と活動を続けているのである。
②　「つゆくさ座」のあゆみ
　さて、「つゆくさ座」の最初の作品は、20
03年の4月に上演した「きっねの愚返し」
である。この作品を仕上げるために、露草讐
紙に書かれている場所や謂れの里などへ出向
き、物語の背景などの理解を深めた。たとえ
ば、東海道・静岡県の宇津ノ谷峠と宿場、埼
玉県比企郡の岩殿観音、東京西多摩郡瑞穂町
の狭山ヶ池など、それに、人形の芝居作りと
人形制作の知恵を八王子の「車人形」西川古
流さんからも学んだ。
　そして、講談語りとのコラボレーションで
講談師の神田すみれ先生の助言もいただいて
いる。翌年の2004年12月には、「きっねの
恩返し」を加筆修正し、三幕ものの「っゆく
さ物語」として上演した。
　これは、市制50周年記念事業として上演
したもので、昭島市から30万円の補助金を
援助してもらっての作品である。
　その後は、昭島市の市民文化祭に参加、2
005年は、同じく「つゆくさ物語」。2006年
には、講談の演目「秋色桜」を人形芝居、大
型紙芝居「昭島むかしむかし」を講談語りで
上演。2007年は落語や講談の演目「竹の水
仙」と大型紙芝居「昭島むかしむかしパート
2」を講談語りで、2008年には、今の青梅
市に伝わる小泉八雲作「雪おんな」と大型紙
芝居「きっねの恩返し」を上演した。
　これらの取り組みで、露草隻紙に取りくま
なかった年は、日本の伝統話芸の演目や隣接
する地域の伝承話「雪おんな」、そして、地
元地域の「昔ぱなし」を大型紙芝居などの手
法で上演している。
　2009年には、再度人形芝居‘「っゆくさ物
語」と大型紙芝居「きっねの恩返し」を上演
した。ここでは、小さめな人形にして操作し
やすく人形を改良した。そして、2010年は
「っゆくさ物語・外伝」（狭山の治衛門伝説）
をシナリオ化し上演した。
　この人形芝居と私との関わりは、プロデュー
サー（制作）、演出、舞台美術、紙芝居制作、
人形操作、語り、シナリオ制作など様々であ
る。現在は座長、代表も勤めている。
　私にとって、落語会は伝統輪芸の表現芸術
の鑑賞と伝承活動のプロデュースであり、人
形芝居は、自らの表現活動と地域文化の発掘・
伝承と創造活動でもある。
　この活動は、私が暮らしている昭島という
地域そのものでもあると思っている。
③　地域にこだわる表現の営みを
　この私たちの営みは、地域に生活している
住民だから取り組めることだと信じている。
それは、生業として表現活動をしている、い
わゆるプロでは、取りくむことの出来ない表
現素材であるからだと考える。
　地域にあるその文化的遺産の多くは、そこ
に暮らす人々にとってはたいへん貴重である。
しかし、それが全国的に価値があり、それら
を創造し新たな表現作品として世の中に問う
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ためには、多くの時間と努力がともなう。
プロの表現者たちは、そうした作品に関わる
のには、大変なリスクを負うことになる。そ
んなわけで、地域に根づいた文化の継承と
創造は、そこに住む人々に支えられてこそ意
味を持ってくる。ただ、限界はその表現力の
鍛錬がなかなか出来にくいことを指摘したい。
　落語会の鑑賞活動もそうである。それを生
活の糧としているプロダクションには出来な
い取り組みでもあるからだ。「地域寄席」は
赤字が出るくらいのイベントだからである。
また、それだからこそ価値があるともいえる。
　このような、ある意味ではリスクをともな
う営みに、なぜ魅力を感じるのであろうか。
　そこには、そうした営みに共感する人々が
いてコミュニケーションがっくられるからで
ある。こうした雰囲気がある地域に、地域文
化が育っ土壌がかもし出されると信じている。
そこで、2006年に「っゆくさ座」のメンバー
は、地域の人々の「表現とコミュニケーショ
ンの力を育む」ための自主市民講座を企画・
運営している。（表3）
　この講座の講師には、後述の「うたう会・
セラピーさくらんぼ」の指導をしているバリ
トン歌手青柳常夫さん、講談師の神田すみれ
師匠（先生）など、私の地域での表現活動に
理解のある方々に協力をいただいている。
4．高齢期の人々と自己表現のひろば
　　～「うたう会・セラピーさくらんぼ」～
（1）社会教育の事業からの巣立ち
　この会との関わりは、私が現場を離れる前
に担当した中高年のたあの「ミュージック・
セラピー教室」（本年報16号掲載）がきっか
けである。当時この事業は、公民館ではなく、
社会教育の事業として開設されていた。教室
の終了時には、公民館の小ホールで「歌声喫
茶」を企画し、地域の住民の人々にも参加を
呼びかけたところ、大好評を得た。
　このことに気をよくしたこの教室を受講し
（表3）
　　　　自主市民講座「ワークショップ・自己表現とコミュニケーションの力を育む」
　今日の私たちは、日常生活の忙しさや人間関係の煩わしさでストレスが蓄積し、本心か
ら自分を表現できなくなっているといわれます。それは、大人や子どもを含めて一緒だと
も指定されています。そこで、誰でもが本音で語り、自分を表現できる…　　そんなトレ
ーニングを、ワークショップを通して学びました。
回 日　　　　　時 内　　　　　　　容 講　　　　　師
1 10月　2日（月） 思いっきり歌ってみよう バリトン歌手
@　　　青柳　常夫
2 10月16日（月）
午後
V時
@～
X時
話すこと、語ること 講談師神田すみれ
3 11月　6日（月） 心と身体を開く・演じる 劇団くすの木代表
@　　　大多和　勇
4 11月20日（月） あなたはピカソ・自由に描く アートセラピスト
@　　　山本真由美
5 12月　4日（月） 美しく愉快に自己開示 っゆくさ座代表
@　　　山暗　　功
＊企画・運営　　「つゆくさ座」　＊会場　公民館集会室　＊対象
（平成18年度『昭島の社会教育』昭島市教育委員会より）
市内在住在勤在学生
一45一
た人たちが、講師のバリトン歌手青柳常夫さ
んの人柄に魅もあって、サークルをつくろう
ということになり「うたう会・セラピーさく
らんぼ」（以後「うたう会」という）結成し
た。
　この会も、教室が大変人気があったので、
より大勢の住民が参加する機会をっくろうと
考えていた。そんな時、公民館の事業として
公民館ロビーコンサートの企画があり、2004
年12月に青柳常夫コンサートを開催した。
この時に「うたう会」のメンバーも協力出演
した。このようなこともあって、「うたう会」
の存在が住民に認知されるようになったこと
も、メンバーには励ましにもなっていった。
　この会の定例会は、おもに公民館の音楽室
や視聴覚室で、ピアノや音を出しても差し障
りのない会場を使っている。このこともあっ
て、公民館の開館20周年と25周年記念事業
や公民館を会場とする昭島市の市民文化祭に
は、毎年「歌声喫茶」を開催するようになっ
てきている。
　とくに、「歌声喫茶」は、1955年（昭和30
年）以降1960年代に東京を中心に、青年た
ちのたまり場や「うたこえ運動」の発信地と
してもひとっの文化を築いていた。この時代
の青年たちは、今日では高齢期の住民の中心
的世代になってきている。このことは、「い
ま、全国的にもこの『歌声喫茶』が復活して
元気だ！というメディアでの映像が流れる。」
〔9）という指摘にあらわれている。そんな意
味で、全国的にも「歌声喫茶」が高齢期世代
の自己表現の場となっているとも言える。
（2）高齢期の人々の表現と癒しの空間
　私の住む昭島は、東京の多摩地域にあるが、
「一日喫茶という形で活動しているグループ
は20近くあうようです。」⑩というように、
「歌声喫茶」はかなりの数で活動をっづけて
いる。そんな関係で、「うたう会」のメンバー
も、これらの交流の場「歌声どんちゃか」
（年一回400人以上が集まっている）という
イベントにも参加している。これらから、
「歌声喫茶」は、多摩の地域文化を形成する
役割を果たしているのかもしれないと感じて
いる。
　こんな活動きをしている「うたう会」も、
2011年、10年目を迎えようとしている。
　サークルが始まった当初は、中高年世代で
あったが、現在は10年をプラスするとメン
バーの中心年齢の平均も70歳台前半になっ
てきている。名実ともに高齢期世代のサーク
ルになっている。
　また会員を見てみると、80歳を越えた代
表、一人暮らしの女性、80歳半ばの夫妻、
最近、連れ合いの夫を亡くした女性、脳疾患
で身体機能が不自由な男性など様々である。
確実に高齢期世代がかかえる課題を抱えてい
る。指導してくれている青柳常夫さんにして
も、後期高齢者で同じような状態である。
　そんなことから、高齢者特有の「諺」をか
かえる人もいる。また、一人暮らしで不安を
抱えて日常の相談をメンバーに求める人、機
能回復のリハビリをかねて歩行がおぼっかな
いなか参加する人もいる。そんなわけで「う
たう会」の月2回の活動日は、楽しみや癒し
のひとときになっている。また、外に出て歩
くことによる運動にもなってきている。
　つまり、「うたう会」はそれぞれの自己表
現の場であるとともに、名実ともにメンバー
には「セラピー」なのである。
　それでも、元気のいいメンバーは、これら
の人を含あ誘い合って温泉へ行ったり、会の
帰りに一杯会やカラオケなど人と人の関係を
っなげ、ときには相談や励ましなど、まさに
身近な地域でなければ出来ない日常の営みを
続けている。
　こんな意味でも、このサークルも私の大切
にしている集まりである。私の連れ合いも、
青柳さんのアシスタント的役割として、ピァ
ノの伴奏なども手伝いながら主要なメンバー
のひとりとして、世話役で関わってくれてい
る。
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5．街中の小さな空間・美術館
　　～「小さなギャラリー遊空間・碕」～
（1）　現場を離れた私の居場所
　このギャラリーの開設は、まるっきりの無
計画な思いっきで始まった。私が現場を離れ
る直前である。なにげなく私の住まいからの
最寄駅、JR青梅線の南口駅前の通りを歩い
ていた時のことである。そこにあったはずの
靴屋さんのシャッターが降りていた。なにげ
なく目を凝らして見ると貸し店舗の張り紙が
あった。すぐに、近くの不動産屋に行って聴
くと、まだ借り手が決まっていなかった。す
ぐに、手付金を払って連れ合いに相談し、店
舗が他人の手に渡らないように確保しておい
た。
　そこで、前々から私の中では眠っていたアー
トギャラリーを、この店舗で開設しようと思
いっいたのである。
　だからといって計画があったわけではない。
とりあえず、現場を離れた時の私の居場所に
は出来る。それと、スペースは小さいが、現
場では出来なかった自由な空間、なんでも可
能な学びや表現の空間、嘗て私が関わった
「スナックでく」ω地域の人々のたまり場に
はできる、と思いながら、現場を離れた。
　あれこれと思案した結果「小さなギャラリー
遊空間・碕」としてスタートすることにした。
コンセプトは、アート（美術作品）専門、そ
れも、私と30年近く交流が続いている現代
版画家日下賢二さんとの関係もあって、現代
版画専門の企画展示と貸しギャラリーの開設
にした。
②　企画展とミニミニライブ
　このギャラリーのオープンは、現場を離れ
た年2002年の夏であった。その間は、店舗
の内装やオープンの準備、それと、週3日大
学での非常勤の講義がある関係で、やや遅れ
た。
　オープニングの企画は、精神に障害をもっ
仲間たちの作業所・アートクラブの作品展を
行った。これは、このギャラリーが地域に根
づき、住民の誰もが自分の表現したものを展
示し発表できる空間である、ということのメッ
セージでもあった。
　次の企画は、佐渡版画村美術館の秀作展で
ある。これは、住民の日常生活の中から表現
をすることの大切さを発信し、佐渡の版画村
運動を指導した高橋信一さんのメッセージを
この昭島という地域にも届けたいという私の
願いでもあった。
　そして、私と長年に亘って交流のある、国
際的にも評価の高い現代版画家の日下賢二さ
んの秀作展である。この企画は、地域にプロ
の本物の表現とは何かということを発信した
かったからに他ならない。オープニングにた
てつづけに三っの企画展を開催したわけだが、
少々きっかった。
　この企画展示を皮切りにいくつかのイベン
トも企画した。そのひとっは、プチイベント
で前述の「うたう会」の指導しているバリト
ン歌手の青柳常夫さんの「うたとトークの夕
べ」である。
このギャラリーは、展示スペースが僅か8畳
（13㎡）ほどの空間と私の事務スペースに収
納庫とトイレいう小さなギャラリーである。
そんなことから、観客席は15席しか作れな
い。このライブは、満席であった。というよ
りは「うたう会」のメンバーでいっぱいになっ
ていた。それでも、ワインを飲みながらの2
時間のライブは好評であった。
　このプチイベントは、思いっいた時に不定
期であるが、10数回開催してきている。
　あとは、貸しギャラリーとして、地域の絵
画教室「絵の会」OBの中高生の作品展、女
性たちのアートフラワー展、「僕たちの心の
メッセージ、刺繍と水彩の二人展」（これは、
知的な障害をもっ青年と親御さんの二人展）
など、なかなか大きなギャラリーでは出来な
い、そんな人たちの発表展示の場にもなって
いる。
　そして、企画展示であるが、日下賢二さん
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の他、版画家棟方志功のいちばん弟子の日下
里美さん（賢二さんの叔父）、佐渡版画村美
術館の関係で知った大阪忠司さん（春陽会・
木版画）、賢二さんの紹介のウチダヨシエさ
ん（春陽会・シルクスクリーン）、そして油
彩ではあるが、今は故人となった稲川敏之さ
ん（元武蔵野美術大学教授・二紀会）さんな
どの作品展示を数回つつ企画して今日まで来
ている。
　また、プチイベントであるが、浜坂福男さ
ん（淡谷のり子や美空ひばりのバックギター
奏者）のギターとトークの夕べ、尾崎正峰さ
ん（大宮フィルのコンサートマスター）のバ
イオリン・ソロとトークの夕べ、辻本全志さ
んのフラメンコギターの夕べ、山岸眞佐代さ
んの「うたと語り」の夕べなどのミニミニラ
イブを開いてきている。
　これらの会は、15人程度の少人数しか入
れないが、参加した人々の交流とコミュニケー
ションの空間として総じて好評であるが、難
点は、それらが計画的に行えなくなっている。
それは、私の問題なのだが、先にも述べてい
るが、週三日はギャラリーにいないことと、
多忙が原因でもある。そんなことから、企画
展やプチイベントは、8・9月または2・3
月の間で行なってきている。
③　地域の学びや表現活動の空間
　そんな事情を持ちながらも、「小さなギャ
ラリー遊空間・碕」は、地域住民のたまり場
や学習などの場にもなっている。
　たとえば、公民館の会場が取れない時、緊
急の集まりが必要の場合、この空間は貴重な
存在になる。前述の人形芝居の打ち合わせ会、
練習、そして舞台美術の作業場所としても活
用している。また、私の連れ合いが取りくん
でいる「語りの会」の集まり、私が関わって
いる団体やグループの会議や学習会の会場、
ときには、市民文化祭への出場グループの器
楽演奏リハーサルなどの会場としても使われ
たこともある。
　そういえば、ミニミニな多目的ホールにも
早代わりしてきたともいえる。
　そんなわけで、℃の空間は、地域にあるミ
ニ公民館でもあるのだ。公民館だけではない。
　私は、ギャラリーの経営をしながら企画し
た作家の作品も少しばかりでは購入してきて
いる。これらの作品は数十点あるのだが、こ
れらの作品は、壁面利用の企画展示がないと
きには、常設をしてきている。これらのコレ
クションを常設することで、ことに現代版画
にっいては、街中の小さな・小さな美術館の
役割も果たしてきたのか、と最近感じ始めて
いる。
6、おわりに
　以上が、私が拘ってきた現場を離れてから
の社会教育実践であるが、これらは、話芸、
人形芝居（演劇）、歌（音楽）、絵画などの自
己表現の空間である。表現の発信方法は、寄
席、公演、「歌声喫茶」、ギャラリーなど様々
であるが、結果として有機的に繋がっている。
　それは、地域における文化的営為であり、
表現の発信や継承と創造に他ならない。
　そして、これらはいずれも昭島という地域
での営みである。また、この営みは、基本的
には私的な活動になっていて、手弁当の身銭
主義で活動してきている。もちろんこれらの
活動は、多くの仲間の理解と協力があっての
ことである。
　だが、これらの活動の側面的な支援には常
に昭島市公民館の果たしている役割があるこ
とも確かである。ことに、公民館の小ホール
の舞台設備（音響・照明など）と専門スッタッ
フや音楽室などの施設設備は、表現活動には
欠かせない条件整備のひとっである。
　そんなことで、現場を離れても、なにがし
の公的な社会教育実践にも片足を入れてきて
いた、と感じているこのごろである。
　ちなみに、これらの営みとは距離を置くが、
現在は国立市の公民館運営審議会委員を3期
目であるが、社会教育の現場に関わりを持っ
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ている。それと、あと一年いくっかの大学で
社会教育の講義を続ける任もあるようである。
　来年、古希を迎えるにあたっての私のメモ
リアルなノートである。
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（資料）昭島若手落語会の歩み（出演者と演目）
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春風亭柳太郎の会
柳太郎、柳八の会
臥、? ???????
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9
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3
3、　4、　5　　（7、　9、　11、　1、　4月）
　唐茄子屋、へっっい幽霊
　干物箱、ちりとてちん
　金明竹、二番煎じ
　雑俳、長屋の花見　　　　　ゲスト　松旭済美江子
　船徳、野ざらし
　鹿政談、崇徳院　　　　　　ゲスト　春風亭ノ」柳枝
　初天神、文七元結
　素人鰻、本膳
　たらちね、壷算　　　　　　ゲスト　北見伸
　粗忽の釘、家見舞い
　牛ほめ、狸饗　　　　　　ゲスト　三笑亭夢三四
　浮世床、風呂敷　　　　　ゲスト　　　小八
　桃太郎、妾馬　　　　　　　ゲスト　春風亭柏枝
　やかん、百川　　　　　　ゲスト桂　　南なん
　首提灯、対談　　　　　　ゲスト　　　菊松
　二番煎じ、対談　　　　　ゲスト春風亭小柳枝
　干物箱、対談　　　　　　ゲスト桂　　亭治
　代演　春風亭ノ1柳枝　星野屋、茶の湯
　酢豆腐、対談　　　　　　ゲスト神田ふづき
　お見立て、対談　　　　　　ゲスト　春風亭愛橋
　葡問答、対談　　　　　ゲスト春風亭昇太
　たがや、対談　　　　　　ゲスト　三遊亭遊福
　狂歌家主、対談　　　　　　ゲスト　桂　　南楽
　代演　三遊亭遊福　　　　　ゲスト　　金太郎
　代演春風亭小柳枝飽のし、井戸の茶碗
　柳八松竹梅、柳太郎　ちりとてちん
　　　　　　　　　　　　ゲスト春風亭昇太
　柳八　犬の目、時そば、柳太郎、つづら泥
　柳八　常間腹、柳太郎　五人廻し
　　　　　　　　　　　　ゲスト春風亭すずめ
　柳八　初天神、　　　　　ゲスト春風亭小柳枝
　柳八　狸札　　　　　　　ゲスト　春風亭すずめ
　　　　　　　　　　　　　　　翁家喜楽
　柳八　権助魚、柳太郎羽織の遊びゲスト春風亭すずめ
　柳八長屋の花見、柳太郎子別れゲスト春風亭柳吾
　柳八　人形買い、柳太郎　野晒し　　ゲスト　春風亭すずめ
　柳太郎改め柳懊真打襲名披露興行
　柳八　お菊の皿、柳櫻代り目、口上　ゲスト春風亭柳昇
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22　　61
23　　62
24　　63
25　　64
26　　65
春風亭柳作　たらちね、春風亭柳八　宿屋の富
春風亭柳人都都逸親子、三遊亭遊吉猫の災難
春風亭柳八　鰯問答、桂　小文　いかけや
春風亭柳作飽のし、春風亭柳八　のっべらぼう
三遊亭とん馬壷算
春風亭すずめ　初天神、春風亨柳八　浮世床
春風亭鯉昇　お神酒徳利
春風亭すずめ　子ほめ、春風亭柳八　五人男
春風亭柳嬰干物箱
春風亭すずめ　やかん、春風亭柳八　代脈
桂平治愛宕山
春風亭柳八　真田小僧、蛇含草、
春風郭P櫻　へっつい幽霊、寄席嘩子入門　あや吉
春風亭柳八　小話教室・狐と狸、試し酒、春風亭美由紀
春風亭柳八　相撲、春風亭柳櫻　崇徳院
春風亭柳八　羽織の遊び、三遊亭竜楽　百年目
春風亭柳吾道具や、春風亭柳櫻鰻屋
春風亭小柳枝船徳
神田ひまわり　秋色櫻、春風享柳之助　二十四考
春風亭柳人　お見立て
春風亭すずめ猿後家、神田北陽曾呂利
春風亭柳櫻粗忽長屋
春風亭柳八　牛ほめ・富士詣り
橘ノ好園　花見の仇討ち
春風亭柳和　やかん、春風亭柳櫻　六尺棒
柳家九治　茶の湯
春風亭笑好雑俳、桂　小文　お血脈
春風亭柳八　井戸の茶碗
春風亭舜輔　元犬、三遊事とん馬　味噌倉
春風亭柳人　手紙無筆、春風亭昇太　ちりとてちん
春風亭柳太郎　肥がめ、春風亭柳櫻　居酒屋
春風亭柳八　看板のびん、三遊亭遊之介　湯屋番
春風亭美由紀
春風亭柳櫻転失気、神田すみれ天野屋利兵衛
春風亭小柳枝　二番煎じ
神田ひまわり　清水の小政、春風亭柳八　大工調べ
桂平治鼻ほ一い
神田北陽情相撲、うめ吉俗曲、
春風亭柳櫻居残り左平次
春風亭すずめ松山鏡桂小文天狗裁き
春風亭柳八　佃祭り
春風亭昇美衣　饅頭恐い、春風亭柳櫻　居酒屋
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特別企画
41　　80
42　　81
春風亭iJNP枝　妾馬
春風亭昇輔反対車、春風亭柳八替り目、柳昇すき焼き兄
妹（柳八さん真打昇進）
春風亭柳太郎　五人廻し、春風亭柳櫻　らくだ
神田ひまわり　太閣記生立ち、春風亭昇輔宗徳院
柳太郎　ん廻し、三増巳也　曲ゴマ、柳好宮戸川
昇輔干物箱、うめ吉俗曲、柳之助　竹の水仙
柳太郎子ほめ、真理刑務所、ノト柳枝たがや
昇輔　愛宕山、柳櫻子別れ
柳太郎　片棒、柳好　素人鰻、すみれ　曲馬団の女
ノ」町雑俳、ひまわり　秀吉の婚礼、昇輔小言念仏
柳太郎　蝦墓の油、ノ」・棚支　青菜、唐茄子屋
昇輔やかん、鯉昇　ねずみ
柳太郎　小言幸兵衛、すみれ　白陰禅師、柳櫻　干物箱
昇輔反対車、右團治長屋の花見、燕路寝床
春陽　小政の生い立ち、柳太郎　ちりとてちん
ノ」・柳枝佃祭り
文治江戸言葉、右團治飽のし、文治長短
昇輔時そば、うめ吉俗曲、鯉昇武助馬
柳太郎　かっぱ釣り、すみれ五郎正宗、
ノ」柳枝　二番煎じ
※　注　この出演者と演目は、若手落語会の重宝帳（通称ねた帳）の記録によるものである。ただし、これ以降の
　　　記録整理が、未整理のため、今回の資料に掲載が出来なかった。この記録は現在も継続しているので、別の
　　　機会に紹介するつもりである。
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